淡江大學96學年度第2學期課程教學計畫表

科目名稱：第二語言習得研究（二）
授課教員：堀越和男
開課系所班級：日文二碩士班
必選修：選修
學分數：2學分
一学期は、まず第二言語習得とは何かという基礎的な問題（「第二言語習得研究はなぜ必要か」）とその歴史と理論（「第二言語習得の発達」「第二言語習得の理論・モデル」）に関して理解し、それらをどのように実際の教育に生かしていけばいいのかといったことについて学びました。二学期は、一学期学んだことを踏まえ、教科書に沿って多くの論文を読み、第二言語習得にかかわる要因とその研究の方法について日本語の場合を中心に考えてみたいと思います。
　二学期は、一学期前期と同様、教材の内容をまとめて発表してもらいますが、それと同時に、論文発表の練習も行います。これについては以下のような形で授業を進めます。
1)教師が論文を指定する。

2)その論文の発表担当者（一名ないしは二名）を決め、全員がそれを読んで来ることを宿題とする。

3)担当者は論文やその論文の参考文献なども精査し、レジュメを作り、パワーポイントにまとめて、実際の学術発表を想定し、20分程度で発表する。なお、発表に際して担当者はただその論文の内容を理解するだけではなく、査読審査するつもりであら探ししながら読むことが重要。

4)担当以外の学生はその発表の不明な点や疑問点などを予め用意し、授業の際発表者に質問すること。発表者はそれに答える義務があるので、そのつもりで準備する。
使用教材：迫田久美子『日本語教育に生かす第二言語習得研究』（アルク）
成績考核方式：

	
	平時成績：   　　　　 20  ％

	
	期末考(或報告)成績：  40  ％

	
	讀書報告：   　　　　 40  ％


